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規制を拡大し、石綿が使われ
ている全ての建物の解体、改
修工事を対象に
石綿の有無に関する蕾蘭調査
繕粟の届け出を義務化
蕾前調査を行う人の資格制慶
の導入などを検討
除去作業の記録保存義務と違
法な作業への罰則強化

環
蘭
鎗
解
藤
韓
の
飛
醸
陽
亜

管
に
霧

環
境
省
の
有
識
者
会
議
は
2

日
、
建
物
の
解
体
な
ど
に
伴
う

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
飛
散
防

止
の
強
化
策
を
ま
と
め
た
。
規

制
対
象
を
大
幅
に
広
ば
、
石
綿

が
使
わ
れ
た
全
て
の
建
物
の
解

体
・
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
施

工
著
に
蕾
前
調
査
な
ど
を
義
務

付
け
る
。
牢
内
に
も
環
境
相
に

答
申
し
、
環
境
省
は
来
年
の
通

常
国
会
に
大
気
汚
染
防
止
法
の

改
正
案
を
提
出
す
る
方
針
。

現
行
の
大
気
汚
染
防
止
法

は
、
飛
散
す
る
恐
れ
の
高
い
吹

き
付
け
石
綿
、
石
綿
を
含
む
断

熱
材
や
操
温
材
な
ど
を
対
象

に
、
解
体
。
改
修
工
事
の
発
注

者
や
施
工
者
に
対
し
て
、
工
聾

前
に
使
周
の
有
無
を
調
査
し
た

り
、
飛
散
防
止
対
策
を
講
じ
た

り
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

る
。
一
方
、
屋
根
に
使
わ
れ
る

ス
レ
十
卜
板
な
ど
そ
の
他
の
石

綿
を
含
む
建
樹
は
、
繰
り
込
ま

れ
る
な
ど
し
て
い
る
た
め
飛
散

の
可
能
性
が
高
く
な
い
と
し

て
、
規
制
対
象
に
し
て
い
な
か

った。し
か
し
、
こ
う
し
た
建
材
で

も
解
体
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
石

綿
が
飛
散
す
る
と
の
指
摘
が
あ

り
、
環
境
省
が
実
態
謁
盃
を
し

の
建
材
を
除
去
す
る
工
事
も
対

有
識
蓄
会
議
が
ま
と
骨
子

め
た
親
制
強
化
　
〆

た
と
こ
ろ
、
飛
散
例
が
礎
認
さ

れ
た
。
有
識
者
会
議
は
こ
れ
ら

象
に
抑
え
、
ほ
ほ
同
様
の

を
行
う
方
針
を
示
し
た
。

従
来
の
規
制
対
象
は
、
こ
れ

ま
で
の
出
荷
総
量
が
2
0
0
万

ゾ
余
だ
が
、
新
た
に
対
象
と
な

る
の
は
6
0
0
0
万
少
近
く

段
違
い
に
多
く
、
声
建
て
住
宅

で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

施
工
者
ら
へ
の
周
知
や
規
制
を

担
う
都
道
府
県
な
ど
の
体
制
整

億
が
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
石
綿
が
郡

法
工
事
が
相
次
い
で
い
る
現
状

業
の
認
則
強

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)

綿
を
使
っ

憩
天
然
に
生
成
さ
れ
た
繊
維
状
の
鉱
物
。
安
価
で
耐
火

性
や
断
熱
蛙
が
高
く
、
か
つ
て
は
建
物
の
建
樹
や
工
業

製
品
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
た
。
吸
い
込
む
と
、
申
皮
艦
や
騙
が

ん
な
ど
を
発
症
す
る
危
険
樫
が
あ
る
。
国
内
で
は
現
在
、
使
用

が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

数
は
軍
縮
的

見
込
ま
れ
、

め
ら
れ
て
い


